
シナリオ１（儲け話で大損＋犯罪者？！） 

 【役】先輩：本家弁護士（以下、「先」） BOSS：遠藤弁護士（以下、「B」）  

被害者：生徒・担任以下、「V」） 警察：先生のどなたか 

 

シーン１ ： アポ取り（先が電話をかけている。Vが電話を取る） 

 先：久しぶり。元気してた？ 

 V：あー！久しぶりです、先輩！ どうしたんですか？ 急に電話なんて。 

 先：実はね……とっておきの話があるんだけど、次の日曜って空いてる？ 

 V：大丈夫、空いてます。でも、とっておきの話って何ですか？ 

 先：それは来たときのお楽しみ！ びっくりするよ。１時に駅前の喫茶店でオッケー？ 

 V：わかりました。行きます。 

 先：絶対来てよ！ 待ってるからね。 

 

シーン２ ： 喫茶店にて（向かい合って話をする先と V） 

 先：正直さ、今のお給料であんたの欲しいものって全部買えてる？ 

 V：全然無理ですよ。うちの会社って、ほんとに給料安くて。 

 先：でしょ？ うちの会社もそうなんだよー。ほんとコキ使われてばっかり。 

 V：先輩も大変ですねー。 

 先：だと思うでしょ？ ……実はそうでもないの。 

 V：えっ？ それってどういう意味ですか？ 

先：実は、ラクして儲かるとんでもない話があってさ。私もそのおかげで、毎月、お給料

よりも多く稼いでるんだ。本当だよ？ このカバンだって、今月２個め買っちゃった

んだから（カバンを見せる）。 

V：すごい！ そんなことってあるんですか？ 

 先：あるんだよー。興味あるなら詳しい人が近くに来てるから……聞いてみる？ 

 V：もちろんです！ 

（B 登場） 

 B：（早口でまくし立てるように）……要するに投資なんだよね。FX とかバイナリーオプ

ションとか、そういう儲かる仕組み。そういうのいくつも組み合わせてプログラム組ん

で、運用を全部 AI に任せてるから絶っ対に損しないの。確実に儲かる仕組み。わかる

でしょ？ 君アタマよさそうだから分かるよね。配当がなんと１０％以上！１０万円

投資したら月１万円ずつ増えていくの。夢のような話じゃない？君の欲しいもの全部

買えちゃって、海外旅行とかしまくって、しかもまだまだ勝手に増えていくんだから。

こんな夢のような投資セットがなんと１００万円！もう始めるしかないよね。 

 V：すごい話ですけど……私、１００万円も持ってません。 

 Ｂ：大丈夫大丈夫。今なくても大丈夫だから。すぐに借りれるよ。 



 Ｖ：えっ？ 借りるって、借金するってことですか？ 

 Ｂ：ぜんぜん怖がらなくていい。みーんな初めは借金から始めてるから。俺もそう。 

 先：私もそうだったんだよ！ 

 Ｖ：でも……借金なんて怖いし…。 

 Ｂ：心配ない。ぜーんぜん心配ない！ だって１０万円が月１万ずつ増えていくんだよ？ 

算数できるでしょ？ １００万円だったらどうなる？ 月１０万ずつ増えるでしょ？

１００万円の借金なんて、１年以内に返せちゃうの。借金を返し終わったあとは、増え

た分はぜーんぶ君のもの。なんでも買えちゃう。ね？ 

 Ｖ：そうですか……そうですよね。 

 Ｂ：迷ってる暇なんてないよ！ 賢い奴はみーんなもう始めてるから。さ、今はスマホで

すぐ簡単ににお金が借りれるから。さっさと１００万借りちゃって、一緒に夢の生活始

めようぜ。 

 

シーン３ ： Ｖの自宅にて（Ｖはタブレットを見ながら） 

 Ｖ：……今日もやっぱり増えてない。投資をはじめてから２か月たつのに、ぜんぜん増え

てない。どうして？ 絶対に損しないって言ってたのに。……電話して聞いてみよ。 

（Ｂに電話を架ける） 

Ｂ：（機嫌悪そうに）もしもし？ 今超忙しいんだけど。 

Ｖ：あの……こないだの投資なんですけど、月１０万円ずつ増えるって言ってましたけど、

ぜんぜん増えてないんです。これっておかしくないですか？ 

Ｂ：そう？ おかしいね。みんな儲かってるよ？ 

Ｖ：ぜんぜん儲らないですよ！ こんなの詐欺じゃないですか！ 

Ｂ：なに？ 逆ギレすんの？ あんたの熱意が足りないだけでしょ？ 

Ｖ：ひどい。絶対儲かるって言うから１００万円も借金したのに。今月の借金を返済する

だけのお金もないんですよ！ 

Ｂ：ふーん。……お金困ってんの？ 

Ｖ：あたりまえじゃないですか！ 

Ｂ：それならいい方法を教えてやるよ。銀行２、３か所行って通帳何冊か作っておいで。

通帳って高く売れるんだぜ。売り先は教えてやるからさ。送ったらすぐに金が振り込ま

れる。それでしばらくはなんとかなるだろ。 

 

シーン４ ： Ｖの自宅にて（Ｖは電話をしている） 

 Ｖ：（電話が繋がらない様子で）……やっぱり繋がらない。あの人逃げちゃったんだ。投

資を始めて半年たつのにぜんぜん儲からないし、借金も返せないし、通帳だってたくさ

ん作って売ったけど、もう作れる銀行もないし、一体どうしたらいいんだろう？ 

（インターホンが鳴り、「警察です」という声） 



Ｖ：警察！ 

警察：（家の中に入って来る）あなたは銀行で通帳を作って他人に売りましたね。あなた

の名前の通帳が、オレオレ詐欺に使われていました。はじめから他人に売る目的で通帳

を作ることは、詐欺罪という犯罪になります。あなたを詐欺罪で逮捕します。 

 （V は逮捕して連れていかれる） 

以 上 

 


